
季凝49渉審稀 7:.9:3焦

凝5206052丈諏 85.95:焦

展靭 焦穿 4262消 4282消

季紹焦蛸跳性焦穿稀 66.822焦 56.922焦

季食提焦穿稀 89.222焦 机

逝祖致 MRK炭腎像酎

逝焼食提ì 翠致食提 情場星醤人 3.372姓畳*J53+ 3.352姓畳*J46+ 3.468姓畳季J49丈諏稀

逝焼城上遂 只逃 増芯琢 専膳笑繊娠像酎

3 机 迅穣祖掃照季J4;稀 跳図寵 崇畜尻 鍋諏堕掃

4 机 織補翠眼4夛尽季J4;稀 跳図寵 整章池

5 机 机 鍾但貯栂琢

6 机 審推搭函季J49稀
常挿省草肖翠眼7惜季J4;丈諏稀 鍾但貯栂琢 雀情怠唇琢 整章池

7 机 常挿筏祥肖翠眼33惜季J4;丈諏稀 鍾但貯栂琢

8 机 机 跳図寵

9 机 机 跳図寵

: 机 机 跳図寵

逝焼食提í 翠致食提 椿胆障西墜翠772進焦*J53+ 6;4進焦*J47+ 784進焦季J4:稀

逝焼城上遂 只逃 増芯琢 専膳笑繊娠像酎

; 机 迅穣祖掃照季J4;稀 跳図寵 崇畜尻

32 机 机 鍾但貯栂琢

33 机 織象惜翠眼5惜季J49+ 鍾但貯栂琢 整章池

34 机 机 船尻贈琢 整章池 崇畜尻 跳図

35 机 机 跳図寵 跳図

4 情場専醸職爪 栴汰剥 36 :7.222焦季J48稀 嵩娠肖翠眼::.6:8焦季J4;稀 跳図寵

5 賞菅 跳図 37 机 机 跳図寵

逝焼食提î 翠致食提 菖性阻問省醤漕3077*J53+ 逝祖致306;*J47+ 菖性阻問省醤漕眼3084季J4:稀

逝焼城上遂 只逃 増芯琢 専膳笑繊娠像酎

38 琢

39 琢 整章池

3: 蝶撚琢

3; 琢 整章池

42 479焦季J48稀 嵩娠肖翠眼3.423焦季J4;稀 琢

43 机 机 跳図寵

丁蘇組走毛 椿胆繊甚尻 机

浸楚 凧足 栴悼 嵩娠肖翠眼322.222焦

鱈 尾畝 粧祥 跳図 机

袋鍾池椿胆送禅 織象 袋鍾池椿胆送禅 織象眼5惜

伸鐸尽鯛申吐塀肖翠季拭剰稀眼88焦
季J49032稀

伸鐸尽 診斥 祷
脈 条鎚眼技

吐塀 壌鐸 嵩娠
肖翠眼72.433焦季J48稀

伸鐸尽鯛申吐塀肖翠季拭剰稀眼94焦
季J4;032稀

伸鐸尽 診斥 祷
脈 条鎚眼;5却季J49稀

吐塀 壌鐸 制対
嵩娠肖翠眼74.9;9焦季J4;稀

伸鐸尽 側凪鞘菅 蝕鮮

律處 省人 壌鐸 潜 食 制対

壌鐸 制対昔据 象逗

診斥 省人 壌鐸

疹凄場千 勢辛祥凍槻蹟征提季業桐尭稀

3"鍾但辱蕩 繊娠 椿胆
貯栂

常 凄坪 迅穣季栴帆稀 机

清譲鷲誰 地漕尻 机

常臣 喊杖苔廳氷 繊娠 机

疹凄場千 勢辛祥凍槻蹟征提季業桐尭稀

壌鐸 制対 妬蝕

伸鐸銭 縄晴 伸鐸尽鯛申吐塀翠眼2焦
伸鐸尽 診斥 祷

脈 条鎚眼梦剰城条鎚 燈剰城条鎚
症条
吐塀 壌鐸 制対

嵩娠肖翠眼78.722焦

壌鐸 鍾但 跳図 机

嘆吐伸鐸 妬蝕 消冗嘆吐伸鐸嵩娠肖翠眼3.222焦

鍾但 繊譲 恚

相寸 相草蜂同蝕孫 頼品眼審推搭函*J49+
制対 睡 粧祥肖 常挿省草肖翠眼37惜

筏祥制対職針 妬蝕 制対 睡 粧祥肖 常挿筏祥肖翠眼72焦

税祥振巽勉穿 妬蝕 机

5 藤娠 筏省
税祥怖沌 机

内聴制対

早丁人禅 蛋凧織補 常 蛋凧 織補翠眼32夛尽

焦穿 展
靭跳性同

舌赤 焦穿

鍾但辱蕩 醤 臨譲
疹凄場千

鍾人鍾速 跳図

4 送積祥 貯栂

相草蜂同 繊娠

灸地旋精川鞘待粧祥 錘腎4;消植蝕鮮粧祥裳 増芯琢 錘腎52消植増芯嬢桃
灸只逃休捻 錘腎4;消植鍾上筏醤鍋諏堕掃専膳笑 跳図専膳笑鞘待粧祥季5粧祥稀

錘腎況挟消教橋蕉

机

机

J52早丁情 筏醤星菖真縛 疹凄硝幼

勢辛祥凍槻蹟征提季業桐尭稀

3 遅祥 髄人祥 貯栂

常 凄坪 迅穣 机
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平成 30年 12 月 

福津市まちづくり推進室 

 

平成３０年度地方創生効果検証会議平成３０年度地方創生効果検証会議平成３０年度地方創生効果検証会議平成３０年度地方創生効果検証会議の検証結果の検証結果の検証結果の検証結果についてについてについてについて    

（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）    

1.1.1.1.地方創生効果検証会議について地方創生効果検証会議について地方創生効果検証会議について地方創生効果検証会議について    

  この会議は、「福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、「戦略」という。）

に基づき、戦略の確実な推進を図るため、外部有識者から戦略に対する施策展開、効

果検証等の意見聴取を行うものである。 

効果検証会議メンバー（以下、「会議メンバー」という。）は、以下５名の外部有識

者で構成される。なお、会議メンバーについては、複数年度に渡る戦略の取り組みを

継続的に検証することが望ましいことから、過去２回の会議メンバーに引き続き、効

果検証を依頼し、協力していただいている。 

 

■■■■外部有識者・会議メンバー外部有識者・会議メンバー外部有識者・会議メンバー外部有識者・会議メンバー（順不同（順不同（順不同（順不同、敬称略、敬称略、敬称略、敬称略））））    

所属 役職等 氏名 

㈱西日本シティ銀行 人事部付部長 芹野 千佳子 

西南学院大学 経済学部教授 近藤 春生 

行政経験者 元県職員 富安 節子 

いろどり真愛保育園 園長 安德 尊博 

(一社）福津市観光協会 会長 髙島 亮一 

  

■■■■効果効果効果効果検証会議の概要検証会議の概要検証会議の概要検証会議の概要    

開催 時期 概要 

第１回 平成２８年７月 地方創生先行型交付金事業の検証※ 

第２回 平成２９年８月 地方創生加速化交付金事業、戦略全体の検証 

第３回 平成３０年６月 地方創生拠点整備交付金事業、地方創生推進交付金

事業、戦略全体の検証 

※地方創生先行型交付金事業については、地方創生先行型交付金交付要綱第３条３項

の規定に基づき、国に外部有識者の評価を踏まえた検証内容を報告する必要があり、

また、平成２８年度の効果検証会議開催時においては戦略策定から４ヶ月しか経過

していないことから、先行型交付金事業に限っての検証を行った。 

 

2.2.2.2.平成平成平成平成３０３０３０３０年地方創生効果検証会議年地方創生効果検証会議年地方創生効果検証会議年地方創生効果検証会議におけるにおけるにおけるにおける外部有識者意見のまとめ外部有識者意見のまとめ外部有識者意見のまとめ外部有識者意見のまとめ    

取組内容ごとに各担当課が評価シートを作成し、会議メンバーに事前配布し、会議

当日の意見交換および効果検証シートを後日提出していただいた。 
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2222----1.1.1.1.地方創生地方創生地方創生地方創生拠点整備拠点整備拠点整備拠点整備交付金事業について交付金事業について交付金事業について交付金事業について（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）    

①①①①あんずの里ふれあいの館活性化事業あんずの里ふれあいの館活性化事業あんずの里ふれあいの館活性化事業あんずの里ふれあいの館活性化事業    

■■■■評価・評価・評価・評価・意見等意見等意見等意見等    

戦略の KPI 達成に対して当事業が「有効である」と、会議メンバー全員が評価。 

（以下、個別意見） 

●●●●事業事業事業事業全体に対する意見全体に対する意見全体に対する意見全体に対する意見    

‐「道の駅むなかた」という強力な競合者の出現により、売り上げ高は増えていない

ものの、地域商社取り組み拠点のインフラ整備は十分行われたと考える。直販所施

設の一体化、駐車場拡張、トイレの新設などは利用者目線に立った改築事業であり、

また、生産者が納入しやすいストックヤードの確保や六次産業化を見据えた加工、

流通につながるエリアの設置等も地域農業活性化の観点から評価できる。 

‐現時点では、十分に成果が表れているとは言い難いものの、今後のポテンシャルを

考慮して評価した。しごとづくり、地域の稼ぐ力につながる可能性を持つ施策とい

う点では重要性は否定しないが、現状としては近隣施設との競合等があり、集客増、

売り上げ増につながっておらず、残念ながら成果が出ているとは言い難い。 

‐改修は直売所機能や流通機能の強化に繋がるのみならず、施設そのものが大きな観

光資源。ハード改修だけではなく、多様な販売商品や売り場のレイアウト、イート

イン機能等についても検討をお願いしたい。施設の活況が地域商社の成功と他から

イメージされると関係者間で共通認識を持ち、協力して取り組み続けることが重要。 

‐近年は利用者数、売上の減少に加え、前年度は工事の影響もあり更に減少している

が、改築工事及び大型車両駐車場の整備等により多くの方々の利用が期待される。 

●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見    

‐課題としては、「あんずの里」リニューアルの十分なＰＲ（マスコミ、ＳＮＳ等）、

及び世界遺産関連施設等、市内観光スポットからの回遊性の確保（観光バスルート

確保、モデルルートの告知）あるいは「道の駅むなかた」との協働（共通クーポン、

ＳＮＳ活用等）模索等による、来訪者と売り上げ増加策があげられる。 

‐利用者アンケートを取るなどして、利用者や住民のニーズにマッチしているか、マ

ーケティング等を行い、戦略の立て直しも検討すべきである。 

‐28 年度の産業実態調査及び自立性調査の結果を踏まえ、29 年度には市やアドバイ

ザー、関係団体代表者からなる地域商社設立検討会議を発足させたのは大きな成果。

これまでは農業分野と漁業分野の代表者達が組織として経済の活性化等に向け連

携し議論を重ねてきたことはなかったと思うので、検討会議のメンバーの方々が鋭

意議論を重ね合意形成に取り組まれたことは高く評価したい。また、地域商社が設

立されることにより市の農業や漁業そのものも活性化され将来への希望も見出さ

れるので、直接の血筋でなくても後継者の出現は可能と思われる。 

‐関係団体の合意形成により地域商社が設立されたことは今後の追い風となり、更に

各分野の特徴を活かし合える仕組みづくりが期待される。また、他の事業との連携、

連動により、更に活発的になっていくことを期待している。 

‐地域商社の取り組みを早く行い、何がほしいか、他との差別化を図り、流通を強化

し、売上増加を目指してほしい。 
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2222----2.2.2.2.地方創生推進交付金事業について地方創生推進交付金事業について地方創生推進交付金事業について地方創生推進交付金事業について（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）（平成２９年度実施事業分）    

①世界文化遺産登録を契機とした福津市観光振興①世界文化遺産登録を契機とした福津市観光振興①世界文化遺産登録を契機とした福津市観光振興①世界文化遺産登録を契機とした福津市観光振興    

■評価・意見等■評価・意見等■評価・意見等■評価・意見等    

戦略の KPI 達成に対して当事業が「有効である」と、会議メンバー全員が評価。 

（以下、個別意見） 

●●●●事業事業事業事業全体に対する意見全体に対する意見全体に対する意見全体に対する意見    

‐関係者のご尽力により、世界文化遺産登録ができたことは、地域としては誠に喜ば

しいことであった。 

‐世界遺産登録によって観光客が増加しており、観光客へのもてなしの充実という点

では一定の意義がある。ただし、観光客数が増えることだけを目的としてよいかは

疑問が残る。観光客が増えていても、地域経済への波及効果はいま一つ見えにくい。 

‐「古墳群」という特性のアピールが重要、宗像市の世界文化遺産と差別化するには

「古墳群」の内容や文化的価値について情報発信することが重要である。福津市外

や福岡県外から集客するには、パンフレットの配布に加えてどのような方法がある

のかの検討も必要である。 

‐世界遺産に登録されてから関心は非常に高くなり、来訪者が増えている。 

‐公共の交通手段が悪く、シャトルバスの運行案内等分かりにくいところが多々ある。 

●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見    

‐今後は古墳の発掘調査、当時の風景再現とあわせて、ＡＲ（拡張現実）機能を活用

して、スマホをかざせば現在の風景に当時の風景、人物等が重なって見えるアプリ

製作等で、この場所に来なければ見られない風景をつくり、ＳＮＳ等による集客に

つなげていただきたい。近隣の「あんずの里」への回遊ルート、双方向の誘導を充

実させる必要がある。 

‐関連施設だけではなく、地域の観光拠点等に立ち寄ってもらうなど、より滞在時間

を長くするような工夫を考える必要がある。そのためには、シャトルバスをはじめ

とする観光客の利便性を高めたり、情報発信したりすることが必要。 

‐分かりやすい交通手段等の説明が必要。ふくつミニバスやシャトルバスを利用する

にも時間帯がよく分からないなど、観光して回るには市外からの方々には難易度が

高い。タイムスケジュールも含めてプランを提供し、集客力を高めてはどうか。 

‐今後更に、歴史や世界遺産について知っていただくために、様々な方法で発信して

いくこと。また来訪される方々の交通網の利便性や充実、そして宗像大社等の関連

施設との観光コースなどが、更に充実されていくことを期待する。体験型古墳ゾー

ンや上空見学など、何かしら体感できる仕掛けがあれば、更に面白味が増すと思う。 

‐VR 等の活用により、より分かりやすい案内ができればと思う。県、宗像市との連携

を強化し、来訪者を増やしてほしい。 
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②津屋崎千軒観光活性化事業計画策定業務②津屋崎千軒観光活性化事業計画策定業務②津屋崎千軒観光活性化事業計画策定業務②津屋崎千軒観光活性化事業計画策定業務    

■評価・意見等■評価・意見等■評価・意見等■評価・意見等    

戦略の KPI 達成に対して当事業が「有効である」と、会議メンバー全員が評価。 

（以下、個別意見） 

●事業全体に対する意見●事業全体に対する意見●事業全体に対する意見●事業全体に対する意見    

‐津屋崎千軒の景観の中心である豊村酒造建造物の歴史的文化的価値が、本事業の調

査で詳細に明らかになったことは、地域の文化財保護の観点から非常に意義深い。 

‐観光資源の発掘を行うことで、今後の福津市の観光活性化につながる可能性を持つ

事業として評価できる。ただし、当該地区を観光地として育てていくためには依然

として課題も多い。 

‐豊村酒造建造物保存対策調査及び煙突現地調査の成果の確認、これらの調査により、

津屋崎千軒内の観光施設の核となる豊村酒造建造物等の歴史・文化的価値が明確に

なり、今後の観光活性化において大きな弾みになったと思う。 

‐津屋崎千軒観光活性化について、シンボルとなる煙突の保存方法や手段について経

費が明らかになったことは、今後の方向性を定める大きな手がかりになってくる。 

●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見●今後の展開に対する意見    

‐観光活性化の観点からは、煙突だけ残しても意味がなく、建造物全体の保存には莫

大な費用（10 億円超）がかかるため、宿泊機能付加を含めて、事業としての実現可

能性を詳細に検討する必要がある。その上で、莫大な費用を投じて保存すべきか、

歴史的価値としての調査記録の保存にとどめるか、将来的価値も考慮して検討すべ

きである。参入事業者があれば、ギャラリーの整備等、文化財的価値の保存には市

として協力しながら、事業採算性は事業者主体で取り組む役割分担の明確化が必要

である。将来に禍根を残さぬよう、文化的にも財政的にも、観光活性化面でも、最

適解（それぞれに妥協点を見つける）を導く必要がある。 

‐ただハコモノとして立ち寄ってもらうだけでなく、宿泊・飲食施設の整備、人が集

う場所づくりを通じて、多面的に地域を発展させることも検討する余地がある。 

‐観光活性化にはハードだけではなく、酒造関連の飲食機能やお酒を活用した商品も

重要となるので、現地の NPO 法人を中心として関係者で検討していただきたい。 

‐他の事業の繋がりを強化し、宿泊機能、小売業、食などについて充実していき、日

本国内はもちろん、世界から来日された人々にとっても、ジャパニズム・フクツイ

ズムを感じることができるハッピーな空間にデザインしていって欲しいと思う。 

‐津屋崎地域の観光の核となるよう、津屋崎千軒全体の開発ができるよう、今後保全

調査及び経済波及効果等の検証を行い、観光交流の拠点となればと思う。 
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2222----3333....福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略全体に対する評価福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略全体に対する評価福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略全体に対する評価福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略全体に対する評価    

①①①①「基本目標Ⅰ：地域資源を生かした魅力あるしごとづくり」「基本目標Ⅰ：地域資源を生かした魅力あるしごとづくり」「基本目標Ⅰ：地域資源を生かした魅力あるしごとづくり」「基本目標Ⅰ：地域資源を生かした魅力あるしごとづくり」    

（以下、個別意見） 

●全体●全体●全体●全体についてについてについてについて    

 ‐福津市における将来のしごとづくりにつながる施策を多方面から進めていくとい

う点で重要な施策が含まれていると評価する。ただし、もう少し縦割りを排し、施

策間の連動も必要なのではないか。 

‐観光～受入・滞在～交通網など全ての分野が連動しているので、全てを並行して総

合的な計画を作成段階であると思うが、軸を何にするのかを決定することがとても

重要になってくる。文化的遺産、文化的建造物、福津の文化継承、農業・水産業の

充実など、この取り組みは人々に喜びが生まれ、暮らしの充実にもつながると思う。 

●●●●農業・水産業の振興農業・水産業の振興農業・水産業の振興農業・水産業の振興についてについてについてについて    

 ‐今後、設立予定の地域商社との十分な連携を図っていただきたい。 

●●●●商工業の振興商工業の振興商工業の振興商工業の振興についてについてについてについて    

 ‐各取り組みと雇用の創出に関する取り組みと、それぞれ関連性が高いため、個別の

施策として独立して行うのではなく、例えば企業支援施策、雇用創出施策として、

まとまりを持って実施することでより効果が得られると考える。 

‐空店舗等の活用は、27年度の空き家実態調査等で得た結果をデータベース化し、そ

れを元に 28 年度には国土交通省の「先駆的空き家対策モデル事業」として所有者

調査が採択され、一斉調査が行われたことは大きな成果である。加えて、「法務と

連携した所有者調査マニュアル」「空き家に関するガイドブック」の作成、条例改

正と多角的に成果を出したことも大変素晴らしい。 

●●●●雇用の創出雇用の創出雇用の創出雇用の創出についてについてについてについて    

‐企業誘致は、短期的な目標を達成するうえでは有用かもしれないが、基本的には近

隣自治体とのゼロサムゲームである。どれだけのエネルギーを割くかにもよるが、

地域経済全体のパイを拡大する施策に注力したほうが良いと考える。 
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②②②②基本目標Ⅱ：地域の活力と賑わいのあるまちづくり基本目標Ⅱ：地域の活力と賑わいのあるまちづくり基本目標Ⅱ：地域の活力と賑わいのあるまちづくり基本目標Ⅱ：地域の活力と賑わいのあるまちづくり    

（以下、個別意見） 

●全体について●全体について●全体について●全体について    

‐一般企業との連携により、更に福津が活性化すると期待する。福津のオリジナルブ

ランドが開発されていることはとても魅力的だと思う。今後も、様々なセクション

の方々との共同企画や開発により、更に福津ブランドが充実していくことを期待。 

●地域資源を活用した観光の振興●地域資源を活用した観光の振興●地域資源を活用した観光の振興●地域資源を活用した観光の振興    

‐食の街道と着地型観光商品は、現時点では十分に成果が上がっているとは言い難い

ように思われるが、今後の福津市への観光需要を掘り起こす可能性がある。 

 ‐「福津からの贈り物」の様な食品ギフトセットが作られ、福津市民も気軽に県外の

知り合いに送ることができるシステム等についてあれば、情報発信の一つになる。 

●市内交通体系の再構築●市内交通体系の再構築●市内交通体系の再構築●市内交通体系の再構築    

‐高齢者等の交通弱者が安心して市内で生活できる公共交通の整備は喫緊の課題で

ある。また、利便性における地域間の格差の緩和にもつながる。 

‐地域住民の生活のしやすさに関わる公共バス路線の再編は、普段かつ地道に見直し

を行うことが肝要と考える。 

 ‐公共バス路線の再編、西鉄バス路線から外れた地域では、車を運転できない者又は

車を持たない者にとって買物や通院などの日常生活にとても支障をきたしている。

高齢に伴い自動車運転免許の返納が必要な人が多くなればなるほど、この状況はま

すます拡大するであろう。また、市の観光活性化にとっても細やかな交通網の整備

は喫緊の課題である。速やかな地域公共交通網形成計画の策定を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

7 

 

③③③③基本目標Ⅲ：安心して出産・子育てができるまちづくり基本目標Ⅲ：安心して出産・子育てができるまちづくり基本目標Ⅲ：安心して出産・子育てができるまちづくり基本目標Ⅲ：安心して出産・子育てができるまちづくり    

（以下、個別意見） 

●子育て支援の充実について●子育て支援の充実について●子育て支援の充実について●子育て支援の充実について    

‐東福間地区をモデル地区として今後施行されていくように、地域の高齢者の知見等

の人的資源を子育て支援に活用していく互恵的取り組みを、ぜひ地域住民のアイデ

アを取り入れ、他の地域にも広げていただきたい。 

‐各取り組みは、例えば出生率を高めるなどの特定の指標の改善に結びつかなくても、

安心して子育てできる環境を整備するという点で意味があると考える。とはいえ、

各施策が各種指標にどのような影響を与えるのか、他の要因と区別して、ある程度

科学的な手法を用いて、政策評価を行うことも今後の施策を考える上（政策の取捨

選択）で重要である。また、利用者数だけで測るのではなく、利用者の満足度も考

慮すること、各施策において高齢者を活用することも検討してよい。 

‐子育てしやすい地域づくりの推進、東福間駅周辺においては下水処理場跡地等の公

的不動産の活用や民間の閉店している大型スーパーの建て替え促進等大きな土地

の活用チャンスがあり、東福間駅周辺の賑わい再生に大きく期待している。子育て

家族を受け入れるための住宅地の再生に取り組むとのことであり、子育て家族が交

流できるスペースが確保されるような地域デザインにしてほしい。 

‐保育料の軽減措置については、子育て家庭にとってはとても助かっている。また、

防災対策、切れ目ない支援等についてもご家族の安心感を生んでいると思う。福津

市はとても住みたいまちとしても人気を呼んでいるが、その分、両親ともに働く家

庭も増える傾向にあり、そのため、乳幼児施設など子ども達を受け入れる施設の充

実も必要になっている。暮らしやすいまち＝働きやすいまちとしても、ハード面の

充実はもちろん、その一翼を担う人材確保するための対策や定着するためのソフト

面の対策についても必要だと感じる。 

 


